
第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

日常の事象に数理を観る眼を育む算数

1　はじめに　～めざす子ども像(願い)～

1993(平成5)年度より3年間,「豊かな感性を育む」という研究テーマ

を掲げ,日々の教育研究・実践を行ってきた。その中で,筆者は,算数科の

授業を通して次のような子どもを育てたいと考えるに到った。

簡単にmo d elを示すと,次のように追究的に思考をめぐらせていく子

どもである。

日常の事象を学習内容と結びつけて観ることができる子ども,そこからさ

らに自分なりの追究を楽しむことができる子どもは,いつでも,どこでも,

考えることを楽しみながら,自分で自分を磨き,高め続けていくことのでき

る子どもである。つまり,この「めざす子ども像(願い)」は,生涯を通し

ての,人としての豊かな生き方にもつながるものである。

《めざす子ども像=願い≫　　　　　《めざす人間像=最終的な願い≫
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本稿では,このような「めざす子ども像(願い)」を具現化するための授

業づくりの構想や実践の基となる考え方,基本的な手だて,基盤となる条件

について主に論述している。授業風景や子どもたちの反応については割愛し

ているので,参考文献5ト7)をご参照いただきたい。)

2　授業設計　～ねらいの明確化と構造化～

前節で述べたような「願い」としての「めざす子ども像」,さらには「め

ざす人間像」を実現するためには,教師が常にその「願い」を胸の中に抱き

ながら授業にのぞみ,「願い」へと向かう子どもたちの小さな歩み(育ち)

を見つめ,評価していく必要がある。そのためには,授業にのぞむ前に,ま

ず,単元の「ねらい(目標)」や単位時間の「ねらい(目標)」を明確化,構

造化した授業設計を行う必要がある。なぜならば,単位時間のねらいの布石

によって単元のねらいが達成され,さらに各単元のねらいが統合されること

によって「願い」が達成されると考えるからである。

ねちいを明確化,構造化する授業設計の具体(手法)としては,「目標分

析表とはめことば」,「目標構造図」,「単元指導計画」の作成が有効であると

考える。授業設計の手順を簡単に示すと,次のようになる。
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3　授業づくり・実践における教師の支援

本節では,授業づくり・実践における教師の支援について述べてみたい。

(1)教師の支援とその分類

めざす子ども像(願い)を具現化するための授業(日常の事象に数理を観

る眼を育む授業)づくりとその実践にあたっては,次のような教師の支援

(手だて)が必要であると考えている。

(2)学習過程における評価

ここでは,支援bl,b2,C3についての具体を示しておきたい。

(》問題解決過程における主な評価と教師の支援(支援bl)

学習過程(問題解決的な学習過程)における,主な評価の場と種類,方法,

教師の支援について実践してきたことをまとめると,次のようになる。

学習過程 種　　 類 方　　 法 教　 師　 の　 支　 援

自力解決の場
○自己評価 ○自己への

問いかけ
◇はめことば

○自力解決の場における

◇教師評価 自己評価基準を設定する。

集団解決の場

○自己評価

○相互評価
◇教師評価

○自己への
問いかけ ○集団解決の場における

○話し合い
◇はめことば

自己評価基準を設定する。

○自己評価 ○ノー ト記述
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②自力解決の場における自己評価基準の設定(支援b2)

自力解決の場においては,次のような自己評価基準を設定してきた。

爾義露
①～④は子どもたちが3年生の時に,②'と③'は4年生の時に設定した

基準である。中学年の段階で,これらの評価基準を,繰り返し黒板に提示し

たり,言葉がけすることにより,教師評価のための基準としてではなく,子

どもたち自身の自己評価基準として,内言化することができる。

③集団解決の場における自己評価基準の設定(支援b2)

集団解決においても,中学年の段階で次のような評価基準を設定してきた。

筋骨勒魯三尊聖.警濫温完芸二馳料

茸撃篭親戚潤隅翫瀾

自力解決の場における自己評価基準と同様に,①～④は子どもたちが3年

生の時に,②'と③'は4年生の時に設定した基準である。

④まとめの場における振り返りの視点の設定(支援b2)

1時間の学習をふりかえっての評価活動として,授業の感想をノートに記

述する場を毎時間設定している。この活動は,子どもたちにとっては,自己

評価,他者評価(相互評価)の場となり,教師にとっては,指導内容(教材)

や指導方法の評価,子ども一人一人の学習状況の評価(把振)の場ともなる。

1時間の学習を振り返っての評価活動は,本来子どもたち-一人一人が自分

の思いを自由に記述する場となるべきものであるが,内容の充実と高まりを

求めて,次の(丑～(参の視点を与えての記述を繰り返し行ってきた。
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「1硬鋼~-‥友達石膏漸〒有高号モミ1-~l-~`「

膚滋露鳥整!
」三悪瑾強_

自己評価基準と同様に,この振り返りの視点も,繰り返し与えることによ

って子どもたちによる内言化が起き,

の視点を組み合わせての記述を行うよ

うになるのである。

⑤算数発見ノートの活用(支援C3)

子どもたち一人一人に算数発見ノート

"DI SCOVERY"を持たせている。

これは,日常生活の中で発見した算数を

自分なりに整理するためのノートである。

このノートの活用は,「めざす子ども

像(願い)」への「育ち」を評価する

一方途となるものである。それ故,課

題として課すのではなく,あくまで,

子どもたちが自由に自主的に活用する

ものとしている。

これは,"DI SVOVERY"を

始めるにあたってのオリエンテーショ

ンにおいて配布したプリントの記述内

容である。子どもたちは,このプリン

トをノートの第1ページに貼っている。

たとえ視点を与えられなくても,数個

DI SCOVERY

DISCOVERY(ディスカバリー)とは,"発見"という意味で

す。みなさんの生活の中には,算数に関わることが数え切れないくらい

あります。例えば,道路標識の形はほとんどが円か正三角形です。この

ように,物の形に眼をつけてもたくさんの発見があるでしょう。また,

デパートやスーパ一に行けは,たくさんの故事が腹に入ってきます。～

本で一円,一%引き・・・。このように,数字に服をつけてもたくさんの発

見があるでしよう。以前,算数の時間に考えた,ガードレールの桂やオ

ルガンの鍵盤など,きまり止しく並んでいる物の影や数のリズムに眼を

つけても,たくさんの免兄があるでしよう。

このノートは,自分が発見した「生活の中にある算数」をまとめてい

くものです。たくさん発見すればするはと,次のような力がついてきま

す。

①物製を観る力

②学習したことを自分の生活に生かす力

⑳算数の力

①②の力を身につけると,ふだん佃気なく見過ごしていること・も楽しみ

ながら見ることができるようになります。また,いつでもどこでも学習

できる人になります。自分の力で,自分をとんとん伸ばしていく人にな

ります。このような人は,きっと,算数以外の学習も楽しくできて,そ

の力もますます身につけていく人になるでしょう。

どんな小さな発見でもいいのです。できるだけたくさん見つけてくだ

さい。まとめ方は,ことば,絵,臥写寅,切り抜き,表,式.その他

…自由です。まとめることが楽しくなるように⊥夫してみてください。

先生は,このノートを的くことを,とても楽しみにしています。

さてさて,どんな発見が…???

4　「願い」の評価　～めざす子ども像への育ちを観る～

本節では,DISCOVERYの記述例を紹介することを通して,「めざす子

ども像(願い)」へ向かう子どもたちの「育ち」の姿を観ていただきたいと考える。

(力現在の自宅から転居することになった新しいマンションまでの距離を,ま
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ずは地図で調べおき,その後実際に歩いてかかった時間をもとにして,自

分の歩く速さを求めている島田君。往復の平均まで求めている。

.
に
)
た
生
し
1
-

と
フ
・
ノ
8
し
お
加
l

は

う

′

、

蚤

.

t

.

・

頂

ク

の

竺

し

こ

t

の
・
ノ
月
一
男
L
l
っ
.

∠
二
て
∴
7
1
二
与
.
す

け
て
月
見
い
セ
t
t

U
十
号
忠
L
で

▼
-
け
毎
で
ガ

父
く
は
∵
i
ヒ

十
勺
は
L
食
で

「
.
.
く
ー
目
し
チ

ヰ
・
絢
で
㍉
f
輔

で
す
七
日
イ
モ
ヱ
一

驚
三
二
r
h
日
の
〃

々

レ

し

1

日

へ

の
十
=
用
出

血
T
T
竜
卜
狂
-
と

寧
日
下
り
邸

ろて・乙にしよした.　　　　　2

ヌ碩-~商

昔
競
告
空
二

り
ン
田
l
?
ヨ
軋
し
き
り
月

号
て
叱
律
子
!
和
明
鳩
了

に
二

的
W
h

い

り

〇

一
ぐ
・

カ
.
貫
や
リ
0
そ
宗
い
れ
い
れ
宣
卜
二
㌧

く

ン

写

し

f

O

き

ム

♭

在

川

`

白

L

ワ

キ

,

　

0

の

　

へ

0

7
、
0
　
0

・
事
′
一
ゝ

東F
,
リ
く
は

〓

　

I

 

h

て

1

T

O
歩
ユ
ユ
ノ

ユ午

1
止
r
〓
　
q
-

ユ
ハ
ハ
刀
し

`・二‡了三∴

昔g

F
t
わ
け
竹
持
く
∩
-

0._=T O()れ

十ふ労…=トけ)÷:と=

督空ユ盛
′方!吏

`0.0

王立j
!～

r砂田i足すオゞ歩く!占
ポとし　ういけとはhtうJ=
t恐、一事Lに。

そ
　
り

の
し

j
骨

・へか
車
力

音
ノ
ヽ

リ
声

②「対称な図形」の学習後,身の回りの事物から対称な図形を探し出し,自

分なりに整理している西村さん。

一打林の形
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これらの例は,いずれも,「めざす子ども像」に向かう子どもの「育ち」

の具体として評価されよう。

5　こころざす学級風土づくりと教師像

「めざす子ども像」を具現化するための教師の手だてについて,これまで,
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算数科の授業構成という観点から述べてきた。本節では,子どもの「育ち」

を支える基盤・土台としての学級風土と,「育ち」のmo d elとしての教

師の在り方について,述べておきたいと考える。

(1)子どもが育つ学級風土づくり

子どもの「育ち」を支える学級は,温容的・共感的・向上的な風土性をも

つ学級であると考える。どのような巧言を用いて「めざす子ども像」を掲げ

ようとも,また,どのような巧緻な「手だて」を考えようとも,教師として,

まず第一に,このような学級風土づくりを学級経営の中核に据えながら具体

的な方策を講じていくことが,子どもが育つための必要前提条件となるであ

ろう。

(2)こころざす教師像

教師は,子どもたちの「育ち」のmo d elである。「めざす子ども像」

を胸に抱き,日々の教育実践にあたる教師としては,その「めざす子ども像」

を「こころざす教師像」に置き換えて,自己を見つめる必要がある。本実践

の場合は,次のようになるであろう。

《こころざす教師像≫

"自己を見つめる"ということは,教師が,このような「こころざす教師

像」に迫ろうとする自己の"内面"を素直に見つめるということである。つ

まり,それが,子どもたちのmo delとしての義務感から,表面的に,結

果的に,その像を取り繕おうとしている自己であるのか,自らその像に迫る

ことを楽しみ,求めてやまない自己であるのかを素直に見つめるということ

である。後者のような自己を見つめることができた時に,教師は,自ら設定

した「めざす子ども像(願い)」への強い確信を得ることができるであろう。

6　おわりに

本稿においては,算数科の授業を通してめざす子ども像と,それを具現化

するための授業づくりの構想や実践の基となる考え方,基本的な手だて,基

盤となる条件について述べてきた。それらの関連を図に表すと,次のように
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まとめることができよう。

今後も,子どもたちにより豊かな感性を育むことができるように,授業の

設計,実践,評価(pl a n-d o-S e e)の一層の充実とその土台とな

る条件の見つめ直しを心がけながら,日々の実践を積んでいきたいと思う。
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